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茶
の
湯
文
化
学
会
の
会
誌
『
茶
の
湯

文
化
学
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
茶
の

湯
文
献
目
録
」
は
、
み
な
さ
ま
ど
の
よ

う
に
お
感
じ
で
し
ょ
う
。『
茶
の
湯
文

化
学
』
は
年
度
（
四
月
～
翌
年
三
月
）

中
に
二
回
、九
月
と
三
月
に
刊
行
さ
れ
、

「
茶
の
湯
文
献
目
録
」
は
三
月
刊
行
の

号
に
二
年
前
の
一
月
～
十
二
月
分
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
、
二
〇
二
〇

年
三
月
末
の
号
は
、
二
〇
一
八
年
一
月

～
十
二
月
分
で
す
。

　
「
茶
の
湯
文
献
目
録
」
は
、
私
も
含

め
て
学
会
の
幹
事
数
名
で
デ
ー
タ
作
成

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
わ
ざ
わ
ざ
文
章

化
す
る
話
な
の
か
と
い
う
疑
問
や
、
会

報
の
巻
頭
文
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
の
で
は

と
い
う
感
も
あ
り
ま
す
が
、
本
稿
で

は
「
茶
の
湯
文
献
目
録
」
に
際
し
、
ど

の
よ
う
に
デ
ー
タ
を
集
め
て
い
る
か
と

「
茶
の
湯
文
献
目
録
」
を
よ
り
よ
く
す

る
た
め
の
課
題
点
を
お
話
し
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

　

学
会
員
の
な
か
で
現
在
在
学
中
の
学

生
の
方
や
学
生
生
活
を
終
え
て
さ
ほ
ど

年
月
を
経
て
い
な
い
方
は
、
各
大
学
に

よ
っ
て
差
異
は
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
初

年
次
教
育
の
な
か
で
レ
ポ
ー
ト
や
論
文

の
書
き
方
を
主
眼
と
し
た
文
章
表
現
と

と
も
に
文
献
の
調
べ
方
を
教
わ
り
ま

す
。
学
芸
員
や
教
育
機
関
の
教
職
員
、

所
属
は
な
く
と
も
研
究
者
の
途
を
歩
ん

で
お
ら
れ
る
方
は
業
務
や
論
文
執
筆
の

な
か
で
身
に
つ
い
て
い
る
話
で
す
。

　

た
だ
、
茶
の
湯
文
化
学
会
は
、
ほ
か

の
学
会
の
よ
う
に
研
究
者
や
、
こ
れ
か

ら
研
究
者
の
途
を
歩
も
う
と
す
る
方
ば

か
り
が
会
員
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
会
員
構
成
の
間
口
が
広
い
こ
と

が
大
き
な
特
徴
で
す
。
こ
れ
は
懐
深
い

良
さ
で
あ
る
反
面
、
生
意
気
口
に
な
り

ま
す
が
、
学
会
誌
に
論
文
を
投
稿
い
た

だ
い
た
際
に
質
の
差
が
大
き
く
な
る
と

い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。
文
章
表
現
は

別
に
委
ね
る
と
し
ま
し
て
、
そ
の
質
の

差
を
解
消
す
る
一
助
と
い
う
の
が
狙
い

で
す
。
ま
た
、
大
会
の
総
会
な
ど
で
口

頭
で
行
き
交
っ
た
こ
と
が
あ
る
用
語
を

文
章
化
す
る
と
い
う
一
面
も
あ
り
ま

す
。
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文
献
の
調
べ
方
と
使
い
方

「
茶
の
湯
文
献
目
録
」作
成
に
関
わ
る
者
の
視
点
か
ら

�
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文
献
を
調
べ
て
い
る
プ
ロ
セ
ス
と�

目
録
検
索
デ
ー
タ
の
注
意
点

　

文
献
を
調
べ
る
際
に
「
茶
の
湯
文
献

目
録
」
作
成
者
が
ま
ず
用
い
る
の
は
、

国
立
情
報
学
研
究
所（
Ｎ
Ｉ
Ｉ
）が
デ
ー

タ
公
開
し
て
い
る
「
Ｃ
ｉ
Ｎ
ｉ
ｉ
」
で

す
。「
Ｃ
ｉ
Ｎ
ｉ
ｉ
」
は
、
参
加
し
て

い
る
大
学
や
博
物
館
な
ど
の
図
書
館
が

所
蔵
登
録
と
と
も
に
共
有
目
録
デ
ー
タ

を
提
供
し
、公
開
し
て
い
る
も
の
で
す
。

本
（「
大
学
図
書
館
の
本
を
さ
が
す
」、

「
Ｃ
ｉ
Ｎ
ｉ
ｉ　

Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ｓ
」）
と
逐

次
刊
行
物
（
雑
誌
）
収
録
の
論
文
（「
日

本
の
論
文
を
さ
が
す
」、「
Ｃ
ｉ
Ｎ
ｉ
ｉ　

Ａ
ｒ
ｔ
ｉ
ｃ
ｌ
ｅ
ｓ
」）
に
つ
い
て
検

索
で
き
ま
す
。

　

検
索
は
正
確
な
書
名
や
論
文
名
が
わ

か
ら
な
く
て
も
、
ザ
ッ
ク
リ
と
し
た

キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
が
で
き
ま
す
。
逆

に
う
ろ
覚
え
で
書
名
や
論
文
名
を
入
力

す
る
と
細
か
な
記
憶
違
い
か
ら
該
当

（
以
下
、
ヒ
ッ
ト
）
な
し
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
私
は
キ
ー
ワ
ー
ド

で
検
索
を
し
て
い
ま
す
。「
茶
の
湯
文

献
目
録
」
作
成
の
際
は
「
茶
」、
各
茶

人
名（
通
称
と
諱
・
本
名
）、「
数
寄
」、「
数

寄
屋
」
な
ど
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
い

ま
す
。
た
だ
、「
茶
」
で
ご
想
像
で
き

る
よ
う
に
、
気
の
遠
く
な
る
数
が
ヒ
ッ

ト
し
ま
す
の
で
、「
詳
細
検
索
」
で
刊

行
年
を
し
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

　
「
Ｃ
ｉ
Ｎ
ｉ
ｉ
」
に
は
限
界
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
各
大
学
や
博
物
館
が
所

蔵
し
、
目
録
デ
ー
タ
を
登
録
す
る
こ
と

で
始
め
て
検
索
が
ヒ
ッ
ト
す
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
で
す
の
で
、
ど
こ
の
機
関

も
所
蔵
し
て
い
な
い
も
の
は
ヒ
ッ
ト
し

ま
せ
ん
。
ま
た
、
本
で
も
論
文
集
な
ど

で
特
定
の
論
文
が
茶
に
ま
つ
わ
る
も
の

で
あ
っ
た
場
合
、
雑
誌
の
論
文
と
違
っ

て
、
目
次
か
ら
細
か
な
論
文
タ
イ
ト
ル

を
挙
げ
る
こ
と
は
目
録
作
成
の
際
に
必

須
と
さ
れ
る
内
容
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
こ
れ
ま
た
ヒ
ッ
ト
し
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
に
自
ら
の
気
に
と
め
て
い

た
記
憶
以
外
で
補
完
し
て
検
索
し
て
い

る
の
は
、
国
立
国
会
図
書
館
の
所
蔵
目

録
（「
Ｎ
Ｄ
Ｌ　

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
」）
で
す
。

こ
こ
か
ら
は
「
茶
の
湯
文
献
目
録
」
か

ら
離
れ
ま
す
が
、国
立
国
会
図
書
館
は
、

著
作
権
が
消
滅
し
て
い
る
文
献
は
デ
ジ

タ
ル
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
公
開
範
囲
は
自
宅
な
ど
か
ら

パ
ソ
コ
ン
で
見
れ
る
も
の
、
大
学
図
書

館
や
一
部
の
大
き
な
公
共
図
書
館
の
館

内
限
定
で
見
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

後
者
は
自
身
が
利
用
可
能
な
図
書
館
に

出
か
け
て
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
申
請
し
て

見
る
も
の
で
す
。
近
年
の
大
き
な
変
化

と
し
て
触
れ
て
お
き
ま
す
。

　

も
う
少
し
目
録
作
成
か
ら
離
れ
た
話

を
し
ま
す
。
歴
史
学
は
、
研
究
成
果
が

日
進
月
歩
す
る
理
系
の
研
究
分
野
と
異

な
り
、
昔
の
も
の
は
先
行
研
究
と
し
て

意
味
を
有
さ
な
い
と
は
必
ず
し
も
限
り

ま
せ
ん
。
た
だ
、
あ
る
程
度
よ
り
以
前

の
雑
誌
論
文
は
、
目
録
検
索
デ
ー
タ
で

は
ヒ
ッ
ト
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

で
す
の
で
、
昔
の
雑
誌
論
文
は
、
各
図

書
館
で
所
蔵
し
て
い
る
『
雑
誌
記
事
索

引
』
で
カ
バ
ー
す
る
の
が
良
い
で
す
。

　

話
を
「
茶
の
湯
文
献
目
録
」
に
戻
し

ま
す
。
目
録
作
成
に
際
し
て
、
私
は
岩

田
書
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ

フ
ァ
イ
ル
で
公
開
さ
れ
て
い
る
「
地
方

史
情
報
」
も
参
照
し
て
い
ま
す
。
こ
ち

ら
は
、地
域
史
の
逐
次
刊
行
物
（
雑
誌
）

や
地
方
の
博
物
館
、
自
治
体
発
行
の
も

の
の
補
完
が
で
き
ま
す
。

　

ほ
か
に
洋
書
（
日
本
以
外
で
出
版
さ

れ
た
も
の
）
は
、
大
学
な
ど
が
契
約
を

し
て
い
て
、
利
用
者
資
格
の
あ
る
方
が

検
索
で
き
る
目
録
検
索
エ
ン
ジ
ン
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
所
属
が
な
く
て

も
検
索
で
き
る
も
の
に
話
を
止
め
て
詳

細
は
省
略
を
し
ま
す
。
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「
茶
の
湯
文
献
目
録
」
に
つ
い
て

　
「
茶
の
湯
文
献
目
録
」
は
、
こ
れ
ま

で
に
述
べ
た
検
索
結
果
や
各
個
人
で
現

物
を
確
認
し
た
結
果
を
も
と
に
作
成
し

て
い
ま
す
。「
茶
の
湯
文
献
目
録
」
は

二
年
前
の
一
月
～
十
二
月
分
が
掲
載
さ

れ
ま
す
が
、
な
か
に
は
も
っ
と
早
く
知

り
た
い
と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
い
ま
す
。
た
だ
、
目
録
検
索
エ
ン
ジ

ン
に
目
録
デ
ー
タ
が
反
映
さ
れ
る
の

は
、
各
機
関
で
所
蔵
に
際
し
て
の
受
け

入
れ
、
目
録
作
成
な
ど
が
成
さ
れ
る
ま

で
の
一
定
の
時
間
が
ど
う
し
て
も
必
要

で
す
。
速
報
性
を
優
先
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
、
漏
れ
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
二

年
前
の
一
月
～
十
二
月
分
が
と
い
う
形

に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
茶
の
湯
文
献
目
録
」
は
「
図

書
」（
刊
行
月
、
編
著
者
名
の
五
十
音

順
）、「
図
書
の
な
か
に
収
録
さ
れ
て
い

る
文
献
」（
刊
行
月
、
編
著
者
名
の
五

十
音
順
）に
続
い
て
、「
逐
次
刊
行
物（
雑

誌
）
収
録
の
文
献
」（
書
名
順
、
論
文

著
者
名
の
五
十
音
順
）
を
茶
道
の
各
流

儀
の
流
儀
誌
と
流
儀
誌
以
外
に
分
け
て

収
録
し
て
い
ま
す
。
流
儀
誌
と
流
儀
誌

以
外
で
分
け
て
い
る
の
は
、
逐
次
刊
行

物（
雑
誌
）の
分
量
は
多
く
な
り
ま
す
の

で
、
少
し
で
も
見
つ
け
や
す
く
、
煩
雑

に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。

　
「
逐
次
刊
行
物
（
雑
誌
）
収
録
の
文

献
」
は
同
一
著
者
に
よ
る
連
載
の
も
の

が
多
く
含
ま
れ
ま
す
が
、
各
回
の
タ
イ

ト
ル
を
必
ず
し
も
す
べ
て
挙
げ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
一
つ
留
意
し
て

く
だ
さ
い
。
つ
ま
り
、
連
載
の
な
か
か

ら
特
定
の
茶
人
や
茶
道
具
、
事
象
に
関

わ
る
も
の
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
探
せ
な

い
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

省
略
し
て
ま
と
め
て
い
る
の
は
、
各
連

載
の
各
月
タ
イ
ト
ル
を
毎
月
刊
行
で
あ

れ
ば
十
二
回
分
そ
れ
ぞ
れ
す
べ
て
挙
げ

る
と
、
そ
の
分
、
紙
数
が
増
え
て
煩
雑

に
な
る
か
ら
で
す
。

　

で
す
の
で
、
連
載
の
文
献
は
、
必
要

に
応
じ
て
自
身
で「
茶
の
湯
文
献
目
録
」

を
目
安
に
目
録
検
索
エ
ン
ジ
ン
で
個
別

に
検
索
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
り
、「
逐

次
刊
行
物
（
雑
誌
）」
に
よ
っ
て
は
、

十
二
月
号
や
節
目
の
号
で
総
目
次
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
茶
の
湯
文
化
学
会
は
茶
文

化
に
ま
つ
わ
る
歴
史
、
文
学
、
茶
の
生

産
、
茶
の
品
質
・
効
能
な
ど
多
様
な
視

点
を
も
つ
会
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
流
儀
誌
と
流
儀
誌
以

外
で
分
け
た
と
し
て
も
、
ま
だ
「
流
儀

誌
以
外
の
逐
次
刊
行
物
（
雑
誌
）」
は

一
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
あ
た
り
の
分
量
が

多
く
、
煩
雑
な
印
象
は
否
め
ま
せ
ん
。

「
流
儀
誌
以
外
の
逐
次
刊
行
物（
雑
誌
）」

の
な
か
で
例
え
ば
二
つ
か
三
つ
に
分
け

る
基
準
が
あ
れ
ば
、
よ
り
見
や
す
く
な

る
の
で
は
な
い
か
。
毎
回
、「
茶
の
湯

文
献
目
録
」
を
作
っ
て
い
て
感
じ
る
こ

と
で
す
。
よ
り
使
い
や
す
い
「
茶
の
湯

文
献
目
録
」
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、

分
類
で
ご
意
見
が
あ
れ
ば
仰
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

理
事
会

　

令
和
元
年
度
第
三
回
理
事
会
が
、
二

月
十
六
日
（
日
）
午
後
一
時
よ
り
同
志

社
大
学　

光
塩
館　

地
下
会
議
室
に
お

い
て
行
わ
れ
た
。
理
事
十
七
名
が
出
席

し
、
以
下
の
議
題
に
つ
い
て
討
議
が
な

さ
れ
た
。

一
、
各
担
当
理
事
よ
り
令
和
元
年
度

事
業
報
告
・
令
和
二
年
度
事
業

（
案
）
に
つ
い
て

二
、
令
和
二
年
度
海
外
研
修
に
つ
い

て
三
、
会
誌
・
会
報
に
つ
い
て

四
、
会
長
候
補
者
選
考
委
員
会
か
ら

の
諮
問

五
、
令
和
二
年
度
総
会
・
大
会
に
つ

い
て

六
、
そ
の
他

　

第
一
議
題
で
は
、
各
担
当
理
事
よ
り

令
和
元
年
度
各
地
例
会
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
報
告
が
行
わ
れ
た
。
引
き
続
き

令
和
二
年
度
事
業
（
案
）
が
出
さ
れ
た
。

　

第
二
議
題
で
は
、
令
和
二
年
度
海
外
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研
修
に
つ
い
て
、
中
村
（
修
）
会
長
代

行
よ
り
、
今
年
度
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

テ
ー
マ
が
「
岡
倉
天
心
と
明
治
の
茶
の

湯
」
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、ア
メ
リ
カ
・

ボ
ス
ト
ン
に
四
泊
六
日
か
三
泊
五
日
の

日
程
で
、
九
月
に
開
催
予
定
で
あ
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

第
三
議
題
で
は
、
会
誌
に
つ
い
て
山

田
委
員
長
よ
り
、
三
十
三
号
の
進
捗
状

況
な
ど
の
報
告
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
論

文
の
投
稿
を
幹
事
等
に
促
す
よ
う
お
願

い
が
あ
っ
た
。

　

会
報
に
つ
い
て
飯
島
理
事
よ
り
、
三

つ
折
り
し
や
す
い
よ
う
に
紙
質
を
薄
く

す
る
こ
と
。
会
員
減
少
に
伴
い
発
行
部

数
を
減
ら
す
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
承
認

さ
れ
た
。

　

第
四
議
題
で
は
、
田
中
秀
隆
理
事
よ

り
、
会
長
候
補
者
選
考
委
員
会
（
田
中

理
事
、
原
田
理
事
、
舩
阪
理
事
）
で
話

し
合
っ
た
結
果
、
現
在
、
会
長
代
行
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
中
村
修
也
会
長

代
行
が
、
そ
の
ま
ま
会
長
を
引
き
受
け

て
い
た
だ
く
の
が
良
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
推
薦
さ
れ
、
ま
た
、
谷

端
昭
夫
理
事
の
理
事
辞
任
の
申
し
出
が

受
理
さ
れ
た
。
令
和
二
年
度
総
会
に
て

決
定
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　

第
五
議
題
で
は
令
和
二
年
度
総
会
・

大
会
に
つ
い
て
東
京
国
立
博
物
館
の
茶

室
五
カ
所
の
見
学
、
な
ら
び
に
大
会
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
「
岡
倉
天
心
と

明
治
の
茶
の
湯
」
に
関
す
る
発
表
者
が

決
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
研
究
発
表
四
人

を
決
定
し
た
。

例
会

東
京
例
会

（
令
和
元
年
十
二
月
十
四
日
）

「
日
本
に
あ
っ
た
陸
羽
像
を
中
心

に
」

岩
間
眞
知
子

　

江
戸
時
代
に
日
本
で
描
か
れ
た
「
陸

羽
像
」
か
ら
、日
本
人
の
陸
羽
『
茶
経
』

観
を
探
っ
た
。
そ
の
前
提
と
し
て
、
江

戸
時
代
ま
で
の
日
本
人
、
中
で
も
茶
人

た
ち
が
、
ど
の
よ
う
に
陸
羽
『
茶
経
』

を
観
て
い
た
か
を
検
討
し
た
。

　

日
本
で
は
鎌
倉
時
代
の
栄
西
『
喫
茶

養
生
記
』
に
『
茶
経
』
の
引
用
が
あ
り
、

そ
の
後
、陸
羽
の
名
や『
茶
経
』の
語
は
、

五
山
文
学
の
詩
文
、『
夢
中
問
答
集
』、

「
明
窓
宗
珠
菴
主
像
」、
浄
土
宗
文
献
な

ど
に
見
え
る
。
だ
が
内
容
ま
で
紹
介
す

る
の
は
、『
庖
厨
備
用
和
名
本
草
』や『
古

今
養
性
録
』
と
い
う
薬
書
、
養
生
書
で

あ
る
。

　

茶
書
で
も
『
和
漢
茶
誌
』、『
茶
教
字

実
方
鑑
』
に
『
茶
経
』
の
引
用
が
あ
る

が
、
無
秩
序
な
引
用
で
趣
旨
が
判
ら
な

い
。
次
に
『
茶
道
古
典
全
集
』
全
十
二

巻
に
陸
羽
『
茶
経
』
を
探
す
と
、
蘭
叔

玄
秀
『
酒
茶
論
』
を
含
め
六
点
の
書
籍

に
見
出
せ
た
。
茶
人
た
ち
は
、
中
国
の

茶
は
健
康
増
進
、
暇
つ
ぶ
し
の
役
に
立

つ
も
の
の
、
禅
味
礼
譲
を
重
視
す
る
茶

会
の
あ
る
日
本
の
茶
の
湯
に
は
及
ば
な

い
と
言
う
。

　

江
戸
後
期
に
な
る
と
、
煎
茶
文
化
が

広
ま
り
、『
茶
経
』
の
和
刻
本
や
注
釈

書
も
刊
行
さ
れ
、「
陸
羽
像
」（
一
七
九

七
）
も
翠
中
軒
知
新
に
よ
っ
て
版
行
さ

れ
た
。「
陸
羽
像
」
の
作
者
・
翠
中
軒

知
新
は
、
茶
の
湯
に
造
詣
が
深
く
、
漢

籍
の
知
識
も
豊
富
な
人
で
、
喫
茶
の
普

及
に
功
績
の
あ
っ
た
陸
羽
を
、
利
休
同

様
に
崇
敬
す
べ
き
と
考
え
像
を
描
い
た

と
賛
に
述
べ
る
。

　

そ
の
ほ
か
江
戸
末
期
ま
で
に
春
木
南

溟
筆
「
陸
羽
像
」
が
あ
り
、
ま
た
『
新

撰
煎
茶
一
覧
』、『
煎
茶
要
覧
』
に
陸
羽

像
が
見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
鶴
氅
衣
を

着
て
、
明
代
の
中
国
画
を
基
に
描
い
た

と
思
わ
れ
る
が
、原
本
は
未
詳
で
あ
る
。

　

中
国
で
は
、
唐
代
に
陶
磁
器
製
の
陸

羽
像
が
作
ら
れ
た
こ
と
は
確
認
で
き
る

が
、
歴
代
人
物
像
を
多
数
掲
載
す
る
図

書
で
、
陸
羽
像
を
含
む
も
の
は
１
点
で

あ
っ
た
。今
後
さ
ら
に
日
中
の
陸
羽
像
、

ま
た
日
本
で
の
陸
羽
『
茶
経
』
の
受
容

の
様
子
を
探
求
し
た
い
。

東
海
例
会

（
令
和
元
年
十
一
月
三
十
日
）

「
茶
器
と
青
銅
器
︱
茶
の
湯
と
煎

茶
に
お
け
る
青
銅
器
」

田
畑
　
潤

　

茶
の
湯
と
煎
茶
に
お
け
る
青
銅
器
に
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つ
い
て
、
ど
ち
ら
も
「
古
銅
」
の
表
記

が
用
い
ら
れ
る
が
、
そ
の
内
実
は
大
き

く
異
な
っ
て
い
る
。「
古
銅
」
は
字
の

通
り
古
い
銅
器
を
指
す
。
古
く
は
殷
周

青
銅
器
に
は
じ
ま
り
、
春
秋
戦
国
・
秦

漢
青
銅
器
と
変
遷
し
、
宋
代
以
降
に
倣

古
銅
器
の
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、
明
清
時

代
に
も
多
く
の
倣
古
銅
器
が
作
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
ど
の
時
代
の
銅
器
で

あ
る
か
が
重
要
で
あ
る
。

　

茶
の
湯
の
「
胡
銅
（
古
銅
）」
は
、

中
世
以
降
の
中
国
禅
僧
や
貿
易
に
よ
り

舶
載
さ
れ
た
青
銅
器
を
指
す
。
仏
具
と

し
て
香
・
花
・
燈
の
三
供
養
に
用
い
る

三
具
足
と
し
て
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
、

茶
の
湯
に
み
ら
れ
る
「
胡
銅
」
の
器
と

し
て
は
、
花
入
が
主
で
あ
る
。
一
方
、

煎
茶
の
「
古
銅
」
は
、
中
国
古
代
の
青

銅
器
ま
た
は
そ
れ
を
写
し
た
も
の
で
、

主
に
幕
末
か
ら
明
治
、
大
正
時
代
に
美

術
商
に
よ
り
舶
載
さ
れ
た
も
の
を
指

す
。
火
炉
・
香
炉
・
花
瓶
な
ど
転
用
と

し
て
用
い
ら
れ
る
他
、
様
々
な
器
種
が

展
観
席
に
並
べ
ら
れ
る
。

　

両
者
の
美
意
識
に
も
大
き
な
違
い
が

あ
る
。
茶
の
湯
の
「
胡
銅
」
は
『
君
台

観
左
右
帳
記
』
に
、
無
文
の
物
が
上
等

で
あ
る
と
の
記
載
が
あ
り
、
中
国
宋
代

以
降
に
作
ら
れ
た
新
出
の
倣
古
銅
器
が

主
で
、
伝
世
品
の
多
く
が
シ
ン
プ
ル
な

造
形
・
文
様
で
あ
る
。
一
方
、
煎
茶
の

「
古
銅
」は
、中
国
文
人
へ
の
憧
憬
か
ら
、

中
国
宋
代
以
降
の
倣
古
銅
器
の
他
、
は

る
か
古
代
の
殷
周
青
銅
器
を
含
ん
で
お

り
、
そ
の
造
形
は
複
雑
で
、
饕
餮
文
な

ど
器
面
全
面
に
施
文
す
る
青
銅
器
が
主

で
あ
る
。

例
会
の
ご
案
内

東
京
例
会

二
〇
二
〇
年
六
月
二
十
七
日
（
土
）

午
後
二
時
～

会
場
：
五
島
美
術
館

「『
古
今
茶
湯
集
』
の
史
料
的
検
討
」

依
田　

徹

「
千
宗
旦
の
道
具
に
ま
つ
わ
る
考
察
―

道
具
の
選
別
と
享
受
の
実
態
―
（
仮
）」

荒
井
欧
太
郎

二
〇
二
〇
年
九
月
十
九
日
（
土
）

午
後
二
時
～

会
場
：
根
津
美
術
館

「
福
喜
多
靖
之
助
著
『CH

A
-N

O
-Y

U
 

T
EA

 CU
LT

 O
F JA

PA
N

』
―
海
外

へ
伝
え
ら
れ
た
近
代
数
寄
者
の
茶
の

湯
―
」

櫻
庭
美
咲

「
文
禄
期
に
お
け
る
豊
臣
秀
吉
の
茶
の

湯
に
つ
い
て
―
葉
茶
壺
の
利
用
を
中
心

に
―
」

上
田
真
紀

二
〇
二
〇
年
十
月
二
十
四
日
（
土
）

午
後
二
時
～

会
場
：
東
京
国
立
博
物
館
平
成
館
小
講

堂「
女
性
が
茶
道
を
学
ぶ
意
味
―
一
九

八
〇
年
代
以
降
の
雑
誌
研
究
を
中
心

に
―
」

太
田
あ
り
か

「
高
橋
箒
庵
に
つ
い
て
（
仮
）」

齋
藤
康
彦

二
〇
二
〇
年
十
二
月
十
二
日
（
土
）

午
後
二
時
～

会
場
：
東
京
国
立
博
物
館
黒
田
記
念
館

小
講
堂

「
古
田
織
部
と
連
歌 

―
近
衛
信
尹
と
の

両
吟
百
韻
を
中
心
に
―
（
仮
）」

工
藤
隆
彰

「
竹
川
竹
斎
『
川
船
の
記
』（
射
和
文
庫

蔵
）
―
空
想
茶
会
記
を
含
む
桜
田
事
変

関
連
資
料
が
隠
さ
れ
て
い
た
茶
書
（
全

八
冊
）
に
つ
い
て
―
」

岩
田
澄
子

二
〇
二
一
年
二
月
二
十
七
日
（
土
）

午
後
二
時
～

会
場
：
根
津
美
術
館

「
宗
湛
日
記
の
茶
会
に
お
け
る
「
盆
」

の
使
用
（
仮
）」

作
山
裕
美
香

「『
南
方
録
』
に
お
け
る
わ
び
茶
人
の
系

譜
―
茶
聖
と
し
て
の
利
休
―
（
仮
）」

櫻
本
香
織
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東
海
例
会

午
後
二
時
～
三
時
半

（
開
場
午
後
一
時
半
～
）

会
場
：
昭
和
美
術
館

二
〇
二
〇
年
四
月
二
十
五
日
（
土
）

「
平
安
古
筆
さ
ま
ざ
ま
（
仮
）」

四
辻
秀
紀

二
〇
二
〇
年
七
月
四
日
（
土
）

「
茶
碗
（
仮
）」

伊
藤
嘉
章

二
〇
二
〇
年
九
月
十
二
日
（
土
）

「
染
付
に
つ
い
て
（
仮
）」

善
田
の
ぶ
代

二
〇
二
〇
年
十
一
月
一
日
（
日
）

「
尾
張
の
焼
物
（part 

三
）（
仮
）」

前
田　

博

近
畿
例
会

開
催
日
は
未
定
（
決
ま
り
次
第
Ｈ
Ｐ
に

も
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

午
後
二
時
（
開
場
：
午
後
一
時
半
）

会
場
：
大
阪
市
立
東
洋
陶
磁
美
術
館　

地
下
講
堂

「
茶
の
湯
と
竹
工
芸
」

巌
由
季
子

「
煎
茶
と
竹
工
芸
」

宮
川
智
美

＊
当
日
は
、特
別
展
「
竹
工
芸
名
品
展
：

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ア
ビ
ー
・
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
─
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館

所
蔵
」
開
催
中
で
す
。

＊
近
畿
例
会
の
み
の
出
席
者
は
入
館
料

不
要
で
す
が
、特
別
展
の
観
覧
に
は
、

別
途
観
覧
券
の
購
入
が
必
要
で
す
。

協
力
：
大
阪
市
立
東
洋
陶
磁
美
術
館

北
陸
例
会

開
催
日
は
未
定
（
決
ま
り
次
第
Ｈ
Ｐ
に

も
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

午
後
二
時
～

会
場
：
鯖
江
市
文
化
の
館

「
堀
口
捨
己
の
中
柱
論
」

近
藤
康
子

二
〇
二
〇
年
九
月
二
十
六
日
（
土
）

「
未
定
」

二
〇
二
一
年
三
月
二
十
日
（
土
）

「
未
定
」

金
沢
例
会

二
〇
二
〇
年
五
月
十
日
（
日
）

午
後
一
時
半
～

会
場
：
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ザ
武
蔵
五

階
研
修
室
一

「
茶
の
湯
と
漆
芸
」

福
島　

修

二
〇
二
〇
年
六
月
二
十
一
日
（
日
）

午
前
九
時
～

会
場
：
金
沢
湯
涌
温
泉
江
戸
村　

旧
山

川
家
住
宅

金
沢
江
戸
村
茶
会　

二
〇
二
〇
水
無
月

茶
会

二
〇
二
〇
年
七
月
五
日
（
日
）　

午
後
一
時
半
～

会
場
：
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ザ
武
蔵
五

階
研
修
室
一

「『
山
上
宗
二
記
』
の
諸
本
」

竹
内
順
一

二
〇
二
〇
年
八
月
二
十
三
日
（
日
）

午
前
八
時
半
～

移
動
例
会

高
山
茶
の
湯
の
森
見
学
・
料
亭
「
洲
さ

き
」

二
〇
二
〇
年
九
月
二
十
一
日
（
月
・
祝
）

時
間
未
定

福
井
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館

高
知
例
会
　
　

二
〇
二
〇
年
六
月
二
十
一
日
（
日
）　

午
前
十
時
～
正
午

会
場
：
高
知
県
立
文
学
館　

慶
雲
庵
茶

室「
茶
の
湯
文
化
学
会
二
〇
二
〇
年
度
大

会
の
研
究
発
表
を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」

発
表
者　

未
定

軽
食
茶
事　

正
午
～
午
後
四
時

席
主　

三
名

会
費　

千
円
（
参
会
希
望
者
は
予
め
連

絡
を
し
て
下
さ
い
）
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二
〇
二
〇
年
九
月
二
十
七
日
（
日
）

午
前
十
時
～
正
午

会
場
：
高
知
県
立
文
学
館　

慶
雲
庵
茶

室岡
倉
天
心『
茶
の
本
』第
六
章
輪
読（
各

自
お
持
ち
の
本
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

二
〇
二
〇
年
十
一
月
二
十
九
日
（
日
）

午
前
十
時
～
正
午

会
場
：
高
知
県
立
文
学
館　

慶
雲
庵
茶

室岡
倉
天
心
『
茶
の
本
』
第
７
章
輪
読

茶
事　

正
午
～
午
後
四
時

席
主　

四
名

会
費　

五
千
円
（
参
会
希
望
者
は
予
め

連
絡
を
し
て
下
さ
い
）

二
〇
二
一
年
二
月
七
日
（
日
）　

午
前
十
時
～
正
午

会
場
：
高
知
県
立
文
学
館　

慶
雲
庵
茶

室茶
書
『
未
定
』
を
読
む

茶
席　

正
午
～
午
後
四
時

茶
の
湯
文
化
学
会
の
研
究
成
果
を
実
践

す
る
。
茶
の
湯
を
一
般
の
方
々
に
親
し

ん
で
も
ら
う
た
め
「
床
飾
り
」「
道
具

立
て
」
は
す
る
が
、
お
点
前
は
お
客
次

第
と
し
て
楽
し
め
る
茶
席
を
設
け
る
。

会
費　

三
百
円

お
知
ら
せ

令
和
二
年
度

総
会
・
大
会
の
ご
案
内

　

令
和
二
年
度
総
会
・
大
会
を
左
記
の

日
程
で
計
画
中
で
す
。
詳
細
は
令
和
二

年
四
月
に
郵
送
に
て
ご
案
内
い
た
し
ま

す
。

日
程
：
令
和
二
年
五
月
三
十
日
（
土
）

　
　
　
　

 

見
学
会
（
東
京
国
立
博
物
館　

茶
室
）

　
　
　
　

 

懇
親
会
（
ホ
テ
ル
パ
ー
ク
サ

イ
ド
上
野
「
芙
蓉
」）

 

五
月
三
十
一
日
（
日
）

　
　
　
　

 

総
会
・
大
会
（
文
教
大
学 

 

越
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
）

質
問
コ
ー
ナ
ー

  

質
問
１ 　
　
　

　

茶
事
と
呼
ば
れ
る
茶
会
で
は
、

「
懐
石
」
と
い
う
食
事
が
出
ま
す
。

　

一
般
的
な
食
事
や
宴
会
と
は
異

な
る
「
懐
石
」
は
、
禅
宗
の
用
語

な
の
で
し
ょ
う
か
、
ま
た
い
つ
か

ら
「
懐
石
」
と
い
う
よ
う
に
な
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
？

 

　
　
　
　
　
　
　
　

　

は
じ
め
に
、
禅
語
に
は
「
懐
石
」
と

い
う
言
葉
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

似
た
禅
語
に
は
「
温お
ん

石じ
ゃ
く」

が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
禅
林
の
修
行
僧
は
午
後
か

ら
食
事
を
取
ら
な
い
の
で
、
修
行
中
の

ひ
も
じ
さ
や
寒
さ
に
耐
え
る
為
に
石
を

温
め
て
懐
中
し
た
こ
と
に
由
来
し
ま

す
。

　

現
代
で
は
「
懐
石
」
と
い
う
と
、「
一

汁
三
菜
」
を
基
調
に
し
つ
つ
、
煮
物
椀

や
強
肴
が
付
随
す
る
茶
会
の
食
事
を
意

味
し
ま
す
。
し
か
し
茶
の
湯
の
規
式
が

整
っ
て
い
く
十
六
世
紀
に
な
っ
て
も
、

客
へ
の
も
て
な
し
は
一
人
の
客
前
に
複

数
の
膳
が
な
ら
ぶ
豪
華
な
本
膳
料
理
で

し
た
。

　

そ
の
中
で
利
休
を
は
じ
め
と
す
る
わ

び
茶
人
は
、
た
だ
一
つ
の
膳
を
用
い
た

「
一
汁
三
菜
」
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
食

事
の
形
式
を
生
み
出
し
ま
す
。
し
か
し

当
時
は
こ
う
し
た
茶
会
の
食
事
も
、「
仕

立
」、「
振
舞
」、「
飯
」、「
料
理
」、
ま

た
は「
膳
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。『
山

上
宗
二
記
』
は
茶
会
の
食
事
を
意
識
的

に
「
会
席
」
と
呼
ん
で
い
る
の
で
、
桃

山
時
代
の
末
に
は
、
ご
く
一
部
で
「
会

席
」を
使
用
し
た
と
は
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
な
る
と
、元
禄
三
年（
一

六
九
〇
）
頃
成
立
の
『
南
方
録
』
に
初

め
て
「
懐
石
」
表
記
が
見
ら
れ
ま
す
が
、

全
巻
を
通
じ
て
三
ヶ
所
の
み
で
徹
底
し

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
そ
の

後
の
各
流
派
の
茶
書
や
茶
会
記
も
前
時

代
と
同
様
の
表
記
で
、「
懐
石
」
の
使

用
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
十
八
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
、
ご
く
一
部

の
大
名
茶
人
が
「
懐
石
」
表
記
を
用
い

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
幕
末
の
大
老
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井
伊
直
弼
は
、
約
二
〇
〇
回
に
お
よ
ぶ

茶
会
の
ほ
ぼ
全
会
で
「
懐
石
」
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

　

茶
会
の
食
事
に
「
懐
石
」
を
用
い
る

こ
と
が
一
般
的
に
な
る
の
は
、
さ
ら
に

先
の
こ
と
で
す
。
茶
の
湯
の
歴
史
の
中

で
「
懐
石
」
の
使
用
は
ま
だ
新
し
い
こ

と
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

  

質
問
２ 　
　
　

　

先
日
茶
席
が
い
く
つ
も
設
け
ら

れ
た
大
き
な
茶
会
に
伺
っ
た
折
、

あ
る
薄
茶
席
で
「
煙た
ば
こ草

盆ぼ
ん

」
が
お

正
客
の
前
に
出
ま
し
た
。
調
べ
て

み
れ
ば
、「
煙
草
盆
」
も
茶
の
湯

の
道
具
の
一
つ
の
よ
う
で
す
。
日

本
人
は
昔
か
ら
喫
煙
の
習
慣
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
流
派
に
よ
っ
て
は

「
煙
草
」を
茶
席
に
出
す
の
で
し
ょ

う
か
？

 

　
　
　
　
　
　
　
　

　

正
式
な
茶
会
（
茶
事
）
で
は
、
客
は

濃
茶
と
薄
茶
の
両
方
を
頂
戴
し
ま
す
。

一
碗
の
茶
を
分
け
合
っ
て
頂
く
濃
茶

は
、
そ
の
日
の
会
の
眼
目
で
す
。
そ
し

て
濃
茶
が
終
わ
り
、
緊
張
が
解
か
れ
た

な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
供
さ
れ
る

の
が
、薄
茶
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
う
し
た
会
の
薄
茶
席
で
は
「
さ
あ
、

少
し
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
下
さ
い
」
と
い

う
意
味
で
、
流
派
を
問
わ
ず
、
客
に
座

布
団
や
煙
草
盆
が
出
さ
れ
ま
す
。

　

質
問
者
が
出
席
さ
れ
た
茶
会
は
、
客

が
色
々
な
お
席
を
回
る
茶
会
で
す
ね
。

薄
茶
席
で
煙
草
盆
が
出
た
こ
と
は
、
正

式
な
会
に
準
じ
た
用
意
で
あ
っ
て
、
不

思
議
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
盆
に

は「
火
入
れ
」、「
灰は
い

吹ふ
き

」、「
煙き
せ
る管

」が
入
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
茶
席
の
煙
草
盆
に

は
、
煙
管
に
詰
め
る
煙
草
の
葉
も
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。
原
則
と
し
て
、
客
は

懐
紙
と
扇
子
だ
け
を
持
っ
て
席
入
り
し

ま
す
か
ら
、
私
物
の
煙
草
や
煙
管
は
茶

席
に
持
ち
込
め
な
い
か
ら
で
す
。
煙
管

の
灰
を
落
と
す
「
灰
吹
」
は
竹
で
す
が
、

煙
草
盆
を
含
め
て
そ
の
他
の
道
具
は
、

亭
主
の
好
み
で
選
び
ま
す
。
そ
れ
を
拝

見
す
る
の
も
、
客
の
楽
し
み
の
一
つ
で

す
。
た
だ
し
、
現
代
で
は
禁
煙
の
場
所

も
多
く
な
り
、
ま
た
喫
煙
者
も
少
数
に

な
っ
て
き
て
、
茶
席
の
亭
主
に
よ
っ
て

は
煙
草
盆
を
省
く
場
合
も
あ
る
よ
う
で

す
。

　

も
う
一
つ
、「
歴
史
好
き
」
と
質
問

に
あ
り
ま
す
の
で
、
ち
ょ
っ
と
付
け
加

え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

タ
バ
コ
は
南
米
大
陸
を
原
産
と
し
、

先
住
民
の
間
で
儀
式
や
日
常
の
嗜
好
品

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
南
米

大
陸
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
進
出
す
る
ま

で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
ア
ジ
ア
で
も

そ
し
て
日
本
で
も
、
タ
バ
コ
の
存
在

は
ま
っ
た
く
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。日
本
で
は
一
五
〇
〇
年
代
後
半
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
の
交
易
が
盛
ん
に
な

り
ま
す
。
し
か
し
日
本
で
喫
煙
の
流
行

が
始
ま
る
の
は
、
慶
長
年
間
（
一
五
九

六
～
一
六
一
五
）も
半
ば
過
ぎ
で
し
た
。

一
五
〇
〇
年
代
の
茶
会
に
は
（
例
え
ば

利
休
の
茶
会
に
も
）、
煙
草
は
一
度
も

出
て
き
ま
せ
ん
。

　

一
六
〇
〇
年
代
も
半
ば
近
く
な
る

と
、
茶
会
の
気
楽
な
場
面
で
流
行
の
煙

草
を
出
す
こ
と
は
、客
を
寛
が
せ
る〝
も

て
な
し
〟
の
一
つ
に
な
っ
た
の
で
し
ょ

う
ね
。
千
宗
旦
（
一
五
七
八
―
～
一
六

五
八
）
や
片
桐
石
州
（
一
六
〇
五
～
七

三
）
に
は
、
複
数
の
好
み
「
煙
草
盆
」

が
伝
わ
り
ま
す
。


